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編 集 発 行 未来検討会

第 9 号

発行責任者 伊藤　政敏

新年明けましておめでとうございます。居合道部だより第１号は令和2年12月でした 。以降年2回程度の発行

 を予定していましたが、昨年12月で第 8号まで発行することが出来ました 。今年もよろしくお願い致します。

第 9号は、12月の第１回支部対抗大会並びに演武大会 と五段以下審査の記事を掲載いたします。

演武大会 五段

演武大会 六段 演武大会 七段

支部対抗大会 審判員 支部対抗大会 準決勝 お互いの礼

居合道部未来検討会広報Gr

令和 4年 1月 5日（水）

　
記
念
す
べ
き
第
一
回
支
部
対
抗

大
会
並
び
に
演
武
大
会
は

、
選
手

五
一
名

、
演
武
四
九
名
の
参
加
申

込
を
い
た
だ
き
十
二
月
十
二
日

ひ
た
ち
な
か
市
総
合
体
育
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
大
会
は
令
和
二
年
四
月
小

林
忠
雄
部
長
の
指
導
で
活
動
を
開

始
し
た
未
来
検
討
会
で
提
案
が

あ

っ
た
企
画
で

、
四
段
以
下
の
団

体
戦
と
五
段
以
上
の
演
武
大
会
の

組
み
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
ま
す

。

　
受
付
と
同
時
に
組
み
合
わ
せ
抽

選
を
し
て
も
ら
い
第
一
試
合
場
と

第
二
試
合
場
に
て
審
判
長
の
合
図

で
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し

た

。

　
演
武
に
つ
い
て
は
県
大
会
等
は

各
段
二
列
か
ら
三
列
で
す
が

、
今

回
は
一
列
で
演
武
を
行
な
い

、
五

段
か
ら
八
段
迄
各
段
複
数
回
に
分

け
演
武
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

演
武
の
先
生
に
は

、
審
判
員
そ
し

て
会
場
係
員
の
重
責
を
お
願
い

し

、
大
会
運
営
に
多
大
な
ご
協
力

を
頂
き

、
お
陰
様
で
盛
会
の
う
ち

に
終
了
致
し
ま
し
た

。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
表
彰
は

、
団
体
戦
で
す
が
先
鋒

・
中
堅
・
大
将
の
三
名
に
賞
状
が

渡
る
様
に
し
ま
し
た

。
同
時
に
三

位
以
下
の
ベ
ス
ト
８
に
は
敢
闘

賞

、
そ
し
て
中
学
生
以
下
に
は
奨

励
賞
を
渡
し
ま
し
た

。

　
初
め
て
の
大
会
と
い
う
こ
と
も

有
り

、
次
の
週

（
一
二
月
一
九

日

）
に

、
こ
の
大
会
を
含
め
て
検

討
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

。

　
順
調
に
進
め
ら
れ
た
と
見

ら
れ
た
大
会
で
し
た
が

、
自

分
に
厳
し
い
メ
ン
バ
ー

で
す

の
で

、
検
討
が
始
ま
る
と
沢

山
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し

た

。
要
項
か
ら
始
ま
り

、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成

、
係
員
マ

ニ

ュ
ア
ル

、
審
判
マ
ニ

ュ
ア

ル
等

、
次
回
に
向
け
多
く
の

改
善
点
を
話
し
合
い
ま
し

た

。

　
令
和
四
年
度
も
開
催
し
ま

す

。
各
支
部
に
お
か
れ
ま
し

て
は
昨
年
同
様
に
審
判
の
先

生
そ
し
て
会
場
係
員
の
皆
様

の
変
わ
ら
な
い
ご
協
力
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す

。

 
第
一
回
茨
城
県
居
合
道
支
部
対
抗
大
会
並
び
に
演
武
大
会
　
十
二
月
十
二
日
 

ひ
た
ち
な
か
市
総
合
体
育
館

居合道部だより
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支部対抗大会 優勝 土浦　A 準優勝 古河　A

三位 守谷　B 三位 守谷　A

令和３年９月の審査会は緊急事態宣言延長により、会場を探し直し、日にち も変更し、１２月の代替審査と

　なりました。全剣連の承認を得て、９月付けの合格証書を発行してもらうことになりました。

審査会

合格者

一級 古谷　優太、山中　遥太、鈴木　夏実 初段 小島博太朗、大濵 由果、前原 宏一

長谷川美穂、内藤 孝和、長島 敦  黄　 鼎文、渡辺　 純、小高　信一

尾﨏　紀子、三上　裕之、宇佐見稔則

山口　弘子

二段 宇佐見優樹、三宅　史恵、伊藤　賢次 三段 永田　 尚、 関　 孝幸、 山口　一樹

川上　正司、 野村　 操 蒲生ちい子、川嶋　丈夫

四段 落合　隆行、千葉　明子、村山　邦彦 五段 野沢　 力、藤田　信二、 深谷　佳男

若林美咲枝

以上　３３名

十
月
の
伝
達
講
習
会
に
続
き

、
会

場
を
か
す
み
が
う
ら
支
部
の
皆
さ

ん
に
お
世
話
い
た
だ
だ
き
ま
し
た

審
査
会
は

、
わ
か
ぐ
り
運
動
公
園

体
育
館
で
行
い
ま
し
た

。

　
全
剣
連
審
査
に
於
け
る
感
染
防

止
対
策
に
準
じ
た
対
策
を
行
な

い

、
三
十
三
名

（
四
月
二
十
二

名

）
が
合
格
し
ま
し
た

。

　
初
め
に
審
査
委
員
長
の
山
﨑
明

正
副
部
長
の
審
査
に
於
け
る
諸
注

意
か
ら
審
査
が
始
ま
り
ま
し
た

。

　
今
回
も
前
回
の
一
級
合
格
者
が

ほ
と
ん
ど
初
段
を
受
審
し
て
お

り

、
コ
ロ
ナ
禍
の
稽
古
環
境
厳
し

い
中

、
各
支
部
の
指
導
者
の
新
人

育
成
に
対
す
る
熱
意
と
本
人
の
努

力
を
感
じ
ま
し
た

。
一
方
で

、
二

十
支
部
の
中
で
今
回
受
審
者
が
居

な
か

っ
た
支
部
は
今
後
に
期
待
致

し
ま
す

。

令
和
三
年
度
五
段
以
下
審
査
 

十
二
月
五
日
 

か
す
み
が
う
ら
市



2022．1．5 3頁 （全：3頁）

一級　合格 初段　合格

二段　合格 三段　合格

四段　合格 五段　合格

第６回検討会　新治地区公民館 第
六
回
未
来
検
討
会
十
二
月
十
九
日

　
今
回
の
検
討
会
は
四
月
の
総
会
で
発
表

し
た
計
画
の
進
捗
を
確
認
し
ま
し
た

。

　
一

、
広
報
Ｇ
ｒ
は
チ
ラ
シ
配
布
が
遅
れ

ま
し
た

。
二
月
頃
ま
で
に
は
配
布
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す

。
企
画
Ｇ
ｒ
は
支
部
対
抗
大

会
並
び
に
演
武
大
会
は
実
施
出
来
ま
し

た

。
感
染
拡
大
で
演
武
大
会
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た

。
組
織
Ｇ
ｒ
は
お
お
よ
そ
計
画

通
り
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た

。

　
二

、
令
和
二
年
十
一
月
に
ま
と
め
た
一

三
〇
項
目
の
改
善
案
の
４
５
項
目
は
終
了

し

、
残
る
８
５
項
目
の
改
善
案
を
全
員
で

確
認
し

、
三
つ
の
分
科
会
で
分
担
し
検
討

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

。
出
来
る
こ
と

か
ら
具
体
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

。
今

年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

。


